
　 　ス
ト
レ
ス
と
の
向
き
合

　
今
回
の
研
修
会
で
は

タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

。

タ
ー

の
藤
本
洋
子
氏
を
講
師
に
招
き

、
メ
ン

　 　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
思
い
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
高
め
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
遇
に
対
す
る
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
度
調
査
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
年
度
の
患
者
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
と
思
い
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

っ
た
の
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
直
す
良
い
機
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
対
し
て
の
意
識
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
内
容
で

、
接
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
の
結
果
を
基
に

　
研
修
会
は

、
6
月
に
行

っ
た
患
者
満
足
度

遇
マ
ナ
ー

研
修
会
を
行
い
ま
し
た

。

タ
ン
ト
の
谷
口
真
紀
氏
を
講
師
に
招
き

、
接

　
去
る
8
月
2
6
日

、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

レ
の
あ
る
？
踊
り
で
会

た
ひ
ょ
っ
と
こ
も

、
キ

し
た

。
途
中
で
乱
入
し

な
時
間
が
流
れ
て
い
ま

場
面
も
あ
り

、
和
や
か

も
一
緒
に
な

っ
て
踊
る

病
院
で
今
年
八
十
歳
を
迎

　
今
年
は
会
に
先
立
ち

、

対
象
に
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

ふ
れ
て
い
ま
し
た

。
次
は
ビ

ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
フ
ラ
ダ

ぱ
い
な
様
子
に
患
者
様
た
ち
に
も
自
然
と
笑
顔
が
あ

ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

。
子
ど
も
た
ち
の
元
気
い

っ

ま
ず

「
ち
ど
り
保
育
園

」
の
園
児
に
よ
る
歌
と
ダ
ン

臣
か
ら
祝
状
と
祝
品
が
贈

崎
県
知
事
と
内
閣
総
理
大

を
迎
え
ら
れ
た
方
に
は
宮

待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

早
朝
高
血
圧
を
含
む
血
圧
変
動
異
常
を
来
し
や
す
い
高
齢
者
・

　
　
　
　
生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー

　
内
科
副
部
長

り

、
１
日
の
血
圧
動
揺

（
日
内
変
動

）
の
中
で
夜
間
・
早
朝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
田
　
光
彦

亡
リ
ス
ク
の
予
測
能
に
優
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

、
高

く
の
方
の
ご
参
加
を
お

　

　
そ
の
後
は
毎
年
恒
例
の
出
し
物
の
時
間

。

に
開
催
予
定
で
す

。
多

し
た

。
来
年
も
同
時
期

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
患
者
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

て
下
さ

っ
た
２
団
体
様

、

た

。
出
し
物
披
露
を
し

か
ら

、
そ
し
て
今
年
百
歳

ン
ス
様
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

。

場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し

　
去
る
7
月
2
9
日

、
介
護
労
働
安
定
セ
ン

　 　

　
９
月
１
５
日
に
C
館
７
階
ホ
ー

ル
に
て

、
入
院
患

者
様
及
び
ご
家
族
の
方
々

、
通
所
リ
ハ
利
用
者
様
を

と
う
ご
ざ
い
ま
す
♪

呈
さ
れ
ま
し
た

。
お
め
で

え
ら
れ
た
方
に
宮
崎
市
長

　　　

き
た
い
と
思
い
ま
す

。

上
で

、
参
考
に
し
て
い

の
業
務
を
行

っ
て
い
く

手
く
向
き
合
い

、
今
後

し
た

。
ス
ト
レ
ス
と
上

い
方
に
つ
い
て
学
び
ま
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て
し
ま
い
ま
す

。
仮
面
高
血
圧
は
心
血
管
死
・
脳
卒
中

で

、
今
回
は
知

っ
て
る
よ
う
で
意
外
と
落
と
し
穴
の
あ

白
衣
高
血
圧
も
持
続
性
高
血
圧
に
移
行
す
る
割
合
が
高

に
く
る
大
き
な
理
由
と
言
え
ま
す

。
１
番
の
問
題
は

、

高
血
圧
が
脳
心
血
管
障
害
な
ど
生
命
を
脅
か
す
疾
病
の

脳
梗
塞
・
糖
尿
病
・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
・
慢
性
腎
臓
病

　
我
が
国
の
高
血
圧
有
病
者
数
は
約
４
千
３
百
万
人
と

　
健
診
の
普
及
に
よ
り

「
持
続
性
高
血
圧

」
は
見
つ
か

に
自
宅
で
は
高
い

「
仮
面
高
血
圧

」
と
在
宅
中
は
異
常

る
高
血
圧
症
の
正
確
な
診
断
と
治
療
に
役
立
つ
最
先
端

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

。

試
算
さ
れ

、
日
本
の
人
口
を
１
億
２
千
万
人
と
す
る
と

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が

、
外
来
診
察
時
は
正
常
な
の

　
早
い
も
の
で
当
院
に
赴
任
し
て
７
年
目
に
な
り
ま
し

た

。
私
は
高
血
圧
や
腎
疾
患
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
の

性

（
発
作
性

）
の
血
圧
上
昇
と
か
夜
間
睡
眠
時
の
血
圧
変
動
パ

い
こ
と

、
国
内
外
の
大
規
模
臨
床
試
験
の
結
果
か
ら
家
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庭
血
圧
は
診
察
室
血
圧
よ
り
脳
心
血
管
発
作
発
症
や
死

血
圧
に
気
付
か
な
い
人
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
で
す

。

な
く

、
正
常
な
血
圧
変
動
に
導
く
良
質
な
血
圧
調
整
に
よ
り
脳

　
高
血
圧
診
療
の
最
前
線

ま
す

。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
中
で
も
断
突
に
高
頻

は

、
家
で
血
圧
を
測
定
し
な
け
れ
ば
簡
単
に
見
逃
さ
れ

実
に
３
人
に
１
人
が
高
血
圧
患
者
と
い
う
こ
と
に
な
り

発
症
リ
ス
ク
が
持
続
性
高
血
圧
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
り

、

　
当
院
は
日
本
高
血
圧
学
会
の
専
門
医
認
定
施
設
で
あ
り

、
生

心
血
管
疾
患
の
発
症
を
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す

。

的
に
活
用
し
て
い
ま
す

。
た
だ
単
に
血
圧
値
を
下
げ
る
の
で
は

進
行
を
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
り

、
そ
の
第
一
歩
は
血
圧
を
測
り

に
よ
り
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
や
C
K
D
等
臓
器
合
併
症
の

　
高
血
圧
治
療
の
最
終
目
標
は

、
厳
格
な
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー

ル

な
い
が
病
院
へ
来
る
と
高
く
な
る

「
白
衣
高
血
圧

」

度
で
あ
り

、
脳
卒
中
や
虚
血
性
心
疾
患
が
死
因
の
上
位

根
源
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
無
症
状
で
未
測
定
の
た
め
高

努
め

、
血
圧
変
動
異
常
が
疑
わ
れ
る
時
に
は
A
B
P
M
を
積
極

庭
血
圧
測
定
の
指
導
を
行
う
こ
と
で
高
血
圧
症
の
早
期
発
見
に

活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー

の
内
科
外
来
で
は
血
圧
手
帳
を
配
布
し
家

要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す

。

や
A
B
P
M
と
い

っ
た
診
察
室
外
血
圧
に
よ
る
血
圧
評
価
の
重

「
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
４

」
で
も

、
家
庭
血
圧

記
録
し
て
自
分
の
血
圧
値
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す

。

（
C
K
D

)

及
び
難
治
性
高
血
圧
患
者
が
適
応
と
な
り
ま
す

。

　
ま
た

、
日
々
の
血
圧
上
昇
幅

（
日
間
変
動

）
が
大
き
過
ぎ
た

及
び
血
圧
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す

。

害
が
あ
る
例
に
多
く

、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
が
夜
間
～

早
朝
に

血
圧
が
高
い
タ
イ
プ
は
脳
・
心
臓
・
腎
臓
等
の
主
要
臓
器
に
障

血
圧
患
者
の
予
後
を
良
好
に
保
つ
た
め
に
は

、
家
庭
血
圧
の
自

己
測
定
値

（
起
床
時
と
就
寝
前
の
１
日
２
回

）
に
基
づ
く
診
断

こ
れ
は
３
０
分
間
隔
で
血
圧
を
自
動
測
定
す
る
装
置
で
夜
間
・

２
４
時
間
自
由
行
動
下
血
圧
測
定

（
A
B
P
M

)

を
行
い
ま
す

。

発
症
率
が
高
い
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
す

。
こ
の
様
に
非
持
続

タ
ー

ン
を
捉
え
る
の
に

、
家
庭
血
圧
だ
け
で
不
充
分
な
場
合
は

題字 理事長自筆

秋 号

宮崎医療センター病院
宮崎市高松町２－１６
ＴＥＬ：0985-26-2800
ＦＡＸ：0985-27-6811

理 念
○私たちは、自分が受けたい医療・看護・介護を提供します

基 本 方 針
・患者さまの権利と尊厳を大切にし、心のこもった医療・看護・介護を提供します

・根拠に基づいた説明のできる医療・看護・介護を実践します
・全職種による安全で質の高いチーム医療を行います
・急性期から在宅医療までを繋ぐ医療・看護・介護を提供します
・地域連携に努め、地域包括ケアシステムの発展に貢献します
・お互いを信頼し、やりがいと誇りを持てる職場にします

宮崎医療センター病院

・患者様は、良質な医療サービスを平等に受ける権利があります

・患者様は、人格・意思が尊重され、人間としての尊厳を守られる権利があります

・患者様は、自分自身の診療に関する情報の提供を受ける権利があります。また、他の医療機関の

医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

・患者様は、医療従事者から説明を受けた後に、提案された診療計画などを決定する権利があります

・患者様は、プライバシーを尊重される権利があります

宮崎医療センター病院では、上記に基づき患者様の権利を尊重して医療を行なっております。

患者様の権利

宮崎医療センター病院

平成２７年１０月２７日 発行

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会

敬
老
会
開
催

⇒

「
園
児
た
ち
の

ダ
ン
ス
の
様
子
」

・
～
研
修
会
～
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

診 療 情 報

＜診療評価指標＞
◆ 1日平均入院患者数

平成26年度の1日平均入院患者数は327人（病

床数：350床）であり、過去3年間の月別の1日平

均入院患者数の推移は右図のとおりです。

◆ 病床稼働率

平成26年度の病床稼働率は全病床平均94.5％

で前年度に比べ約１ポイント上昇しました。過去3年

間の病床別病床稼働率の比較は右図のとおりです。

◆ 平均在院日数

平成26年度急性期病棟の平均在院日数は15.8

日で全国平均（平成25年度）に比べ約1.4日短い。

渉
外
企
画
課

井
上

渉
外
企
画
課

井
上

渉
外
企
画
課

日
高



第
三
者
機
関
と
し
て
医
療
の
質
の
向
上
と
信
頼
で
き
る
医

機
構
が
実
施
し
ま
す

。
当
該
機
構
は
中
立
的
・
科
学
的
な

　
病
院
機
能
評
価
は
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価

い
て
少
し
ば
か
り
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す

。

る
と
思
い
ま
す
が

、
更
新
審
査
を
控
え

、
そ
の
概
要
に
つ

　
最
近

、
病
院
機
能
評
価
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
さ
れ

は
職
員
の
ス
ト
レ
ス
の
程
度
を

義
務
と
な
り
ま
す

。
こ
の
制
度

　
　
け
て
あ
く
抜
き
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
栄
養
士
　
永
吉
　
花
絵

《
栄
養
科

》

 
C
4
5
6
病
棟
は
病
床
定
数
6
0
床
・
ス
タ

ッ
フ
4
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
病
棟
師
長
　
川
添
　
華
寿
美

　
今
回
の
特
徴
は

、
従
来
の
書
類
審
査
・
面
接
調
査
・

す

。

　
病
床
の
約
8
割
を
肝
臓
疾
患
が
占
め

、
内
視
鏡
治
療
や

名
で
勤
務
し
て
い
ま
す

。
患
者
対
看
護
者
比
率
が
常
時
７

対
１

、
及
び
看
護
補
助
者
比
率
2
5
対
1
の
診
療
報
酬
上

す
が

、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す

。

が
3
フ
ロ
ア
ー

に
ま
た
が

っ
て
お
り
困
る
こ
と
も
あ
り
ま

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
急
性
期
一
般
病
棟
で
す

。
病
棟

　

か
ら
も
美
味
し
い
と
い
う
お
声
を
た
く
さ
ん
頂
く
よ
う

生
物
学
的
製
剤
の
投
与

、
血
球
除
去
療
法
等
が
日
々
行
わ

経
皮
的
治
療

、
血
管
内
治
療
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

。
ま

れ
て
い
ま
す

。
入
退
院
を
繰
り
返
す
患
者
様
が
多
く

、
生

活
指
導
や
薬
剤
指
導
を
計
画
し
な
が
ら
患
者
様
の
声
を
聞

た

、
炎
症
性
腸
疾
患
に
対
し
て
は

、
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
や

イ
ヤ
ー

4
名
が
2
日
間
来
院
し
審
査
・
確
認
を
行
い
ま

病
院
２
を
副
機
能
と
し
て
審
査
を
受
け
ま
す

。
サ
ー

ベ

器
・
肝
臓
病
に
関
す
る
専
門
性
の
高
い
病
院
と
し
て
一
般

病
床
数
が
多
い
慢
性
期
病
院
を
主
た
る
機
能
種
別

、
消
化

慢
性
期
病
院

、
精
神
科
病
院
と
あ
り
ま
す
が

、
当
院
は

棟
１

、
一
般
病
棟
２

、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
病
院

、

を
受
審
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。
機
能
種
別
は

、
一
般
病

審
査
・
認
定
す
る
機
能
種
別
板
３
ｒ
ｄ
V
e
r
.
1
.
1

す

。

に
役
立
て
て
い
き
た
い
も
の
で

を
例
示
し
な
が
ら
詳
し
く
説
明

の
応
対
等
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト

け
る
サ
ー

ベ
イ
ヤ
ー

と
担
当
者

ス
型
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
評
価
に
お

更
新
審
査
に
向
け

、
そ
の
準
備

の
セ
ミ
ナ
ー

で
し
た

。
今
後

、

容
が
種
々
見
直
さ
れ

、
今
回
は
病
院
の
機
能
種
別
ご
と
に

今
回
が
３
回
目
の
更
新
と
な
り
ま
す

。
こ
の
間

、
評
価
内

　
当
院
は

、
平
成
１
８
年
３
月
に
初
め
て
認
定
を
受
け

、

病
院
数
の
２
６
．
６
％
と
な

っ
て
い
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す

。
ご
興
味
の
あ
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
取
り
組
む
人
員
も
募

っ
て

　
②
水
分
を
よ
く
切
り
、

少
し
多
め
の
油
を
ひ
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
是
非
ご
理
解
の
上
ご
協
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
い
致
し
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ

　
旬
の
食
材
は
栄
養
満
点
で
す
の
で
、

毎
日
の
食
事

　
①
な
す
を
7
㎜
～

1
㎝
幅
に
ス
ラ
イ
ス
し
水
に
つ

て
い
る
も
の
で
す

。
ス
ト
レ
ス
を
過
度
に
た
め
な
い

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
か
？
併
せ
て
よ
ろ
し
く
お

　
ス
ト
レ
ス
は
誰
し
も
が
多
か
れ
少
な
か
れ
自
覚
し

把
握
し

、
職
員
自
身
の
ス
ト
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

。
又

、
こ
の
制
度
を
一
緒

　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
増
進
室
　
入
佐
　
千
保
子

チ

ェ
ッ
ク
の
実
施
が
事
業
者
の

未
然
に
防
止
す
る
一
次
予
防
を

　
今
年
十
二
月
よ
り
ス
ト
レ
ス

為
に
は

、
自
分
の
ス
ト
レ
ス

 
栄
養
科
は
栄
養
士
4
名
で
栄
養
管
理
を
行

っ
て
い
ま

す

。
今
年
4
月
か
ら
給
食
委
託
会
社
が
当
院
の
グ
ル
ー

フ
3
名
で
す

。
以
前
と
比
べ
男
性
調
理
員
が
増
え

、
毎

っ
て
い
ま
す

。
調
理
ス
タ

ッ
フ
1
1
名

、
洗
浄
ス
タ

ッ

不
慣
れ
な
点
も
あ
り

、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も

あ

っ
た
と
思
い
ま
す

。

 
稼
動
か
ら
5
ヶ
月

、
徐
々
に
軌
道
に
乗
り

、
患
者
様

に
な
り
ま
し
た

。
今
後
と
も
栄
養
科
・
メ
デ
ィ
コ
ム
一

同
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

日
精
力
的
に
勤
務
し
て
頂
い
て
い
ま
す

。
4
月
上
旬
は

四季　第54号　（2）四季　第54号　（3）

看
護
の
提
供
を
行

っ
て
い

 
 
成
！

　
①
大
葉
を
千
切
り
に
し
、

　
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う

 
 
醤
油
を
合
わ
せ
、

お

　
②
ボ
ウ
ル
等
で
大
葉
と

　
　
合
わ
せ
て
、

さ
ら
に

　
④
皿
に
盛
り
付
け
て
出
来
上
が
り
！

　

院
後
の
生
活

、
環
境
の
整

備
な
ど
を
考
え
て
今
後
も

　
他
職
種
と
の
連
携
を
行

い
な
が
ら
患
者
様
が
よ
り

々
の
患
者
様
に
合

っ
た
退

き
表
情
を
見
な
が
ら
教
育
的
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す

。

良
く
入
院
生
活
を
送
れ
る

よ
う
な
環
境
の
整
備

、
個

 
 
に
ぎ
り
を
作
れ
ば
完

　
　
ツ
ナ
を
ご
飯
と
混
ぜ

き
た
い
と
思
い
ま
す

。

　
　
ツ
ナ
缶
は
油
を
切
る

主
な
目
的
と
し
た
も
の
で
す

。
ス

ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
る
事
で
の
不
利
益
防
止
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

ェ
ッ
ク
実
施
に
向
け
て
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

。
年
に
一
回
の
ス
ト
レ
ス

に
気
付
く
事
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
と
な
る
事
を

こ
と
に
よ

っ
て

、
職
員
が
メ
ン

き
や
す
い
職
場
作
り
を
進
め
る

に

、
職
場
改
善
に
つ
な
げ

、
働

又

、
適
度
な
ス
ト
レ
ス
と
上
手
く
付
き
合

っ
て
い
く

等

、
職
員
へ
の
配
慮
も
重
要
に
考
え
ら
れ
た
制
度
で

　
新
米
の
季
節
、

美
味
し
い
お
米
を
沢
山
食
べ
て
元

り
ま
す

。

ス
へ
の
気
付
き
を
促
す
と
と
も

　
③
よ
く
火
が
通
っ

た
ら
、

温
か
い
う
ち
に
ウ
ス
タ

　
　
ー

ソ
ー

ス
の
中
に
入
れ
、

混
ぜ
合
わ
せ
な
が
ら

　 　
　
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
め
る

プ
会
社
メ
デ
ィ
コ
ム
へ
変
更
と
な

っ
て
い
ま
す

。

 
メ
デ
ィ
コ
ム
の
方
は
栄
養
士
3
名
で
給
食
管
理
を
行

　
に
是
非
取
り
入
れ
て
み
て
下
さ
い

　
秋
な
す
の
美
味
し
い
季
節
で
す
。

　
　
適
度
に
味
を
染
み
込
ま
せ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
科
長
　
黒
木
　
典
子

の
質
・
安
全
性
及
び
医
療
環
境
等
の
継
続
的
改
善
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
敦
志

　
去
る
9
月
9
日

、
㈱
エ
ム
・
ア
イ
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

ズ
の
吉
留
菊
代
氏
を
講
師
に
招
き

、
機
能
評
価
セ
ミ
ナ
ー

審
査
の
特
徴
で
あ
る

、
ト
レ
ー

要
な
準
備
が
で
き
る
よ
う

、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渉
外
企
画
課

さ
れ

、
参
加
し
た
職
員
も
納
得

し
く
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が

、
更
新
審
査
に
向
け
て
必

ー

を
開
催
し
ま
し
た

。
今
回
の

す

。
９
月
1
0
日
現
在
の
認
定
病
院
数
は
２
２
５
７
で
全

認
め
ら
れ
た
病
院
が

「
認
定
病
院

」
と
し
て
公
開
さ
れ
ま

ま
す

。
審
査
の
結
果

、
一
定
の
水
準
を
満
た
し
て
い
る
と

所
定
の
評
価
項
目
に
沿

っ
て
病
院
の
活
動
状
況
を
評
価
し

官

（
サ
ー

ベ
イ
ヤ
ー

）
が
中
立
・
公
平
な
立
場
に
た
ち

、

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
仕
組
み
で

、
評
価
調
査

る
た
め
の
基
本
的
な
活
動

（
機
能

）
が

、
適
切
に
実
施
さ

　
病
院
機
能
評
価
は

、
病
院
が
組
織
的
に
医
療
を
提
供
す

捐
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
公
益
財
団
法
人
で
す

。

師
会
・
健
康
保
険
組
合
連
合
会
等
様
々
な
団
体
か
ら
の
出

部
署
訪
問
に
加
え
特
徴
的
な
症
例

（
１
患
者

）
の
外

観
点
か
ら
当
院
を
評
価
し

、
一
定
以
上
の
水
準
に
あ
る

病
院
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
地
域
や
患
者
様
の
信
頼

を
得
る
こ
と
に
な
り

、
病
院
と
し
て
の
評
価
・
地
位
向

上
及
び
病
院
で
勤
務
す
る
職
員
の
誇
り
に
つ
な
が

っ
て

い
く
ん
だ
と
思
い
ま
す

。
職
員
の
皆
さ
ん
は
業
務
で
忙

関
係
法
令
・
各
種
関
連
法
規
等
へ
の
適
合
性
や
医
療

　
病
院
機
能
評
価
機
構
と
い
う
第
三
者
機
関
が
医
療

ま
す

。

機
能
評
価
準
備
室
　
企
画
担
当

来
か
ら
退
院
に
至
る
症
例
ト
レ
ー

ス
型
の
ケ
ア
プ
ロ

セ
ス
調
査
が
実
施
さ
れ

、
サ
ー

ベ
イ
ヤ
ー

と
チ
ー

ム

医
療
担
当
者
が
質
疑
応
答
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

プ
ロ
セ
ス
調
査

）
1
4
日
午
後

（
書
類
確
認

）
1
6

が
1
0
月
1
3
日
午
後

（
病
棟
概
要
確
認
及
び
ケ
ア

審
し
ま
す
が

、
そ
れ
に
先
立

っ
て
院
内
の
予
備
審
査

本
医
師
会
・
日
本
病
院
会
・
日
本
看
護
協
会
・
日
本
薬
剤

療
の
確
保
に
関
す
る
事
業
を
行
う
た
め
厚
生
労
働
省
・
日

当
院
は
平
成
2
8
年
1
月
の
予
定
で
訪
問
審
査
を
受

日
午
後

（
部
署
等
訪
問
審
査

）
の
予
定
で
実
施
さ
れ

東
　
信
次

～
部
署
紹
介

《
栄
養
科
》

C456病棟スタッフ

《
Ｃ
4
5
6
病
棟
》

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
へ
の
取
り
組
み

【
な
す
の
ソ
ー
ス
漬
け
・

大
葉
と
ツ
ナ
の
新
米
お
に
ぎ
り
】

な
す
の
ソ
ー
ス
漬
け

小
口
切
り
に
切
っ
た
小
ネ
ギ
等
あ
れ
ば
一
緒
に
和

え
る
と
さ
ら
に
美
味
し
く
な
り
ま
す
！

大
葉
と
ツ
ナ
の
新
米
お
に
ぎ
り

栄養科スタッフ

病
院
機
能
評
価
更
新
審
査

メディコムスタッフと栄養科スタッフ

～
機
能
評
価
セ
ミ
ナ
ー


